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4 章曲げﾓｰﾒﾝﾄを受ける部材＜例題 4.3＞ 69-71 ページ 

 

 

＜例題４．３＞ の計算を単鉄筋長方形断面として算定し、さらに

下記の②～⑤のように条件を変更して計算実施せよ。 

 

・まづ、＜例題４．２＞も参照して、単鉄筋としての断面諸元を再記／整理する。 

断面寸法：幅 b＝30cm、有効高さ d=60cm、（以降、長さ/面積の単位は、mm, mm2 とする） 

鉄筋量： 233.25255 cmDAs  ⇒ 01407.0/  bdAp s  

材料条件：ｺﾝｸﾘｰﾄ圧縮強度 2/27 mmNfc  、鉄筋の降伏強度
2/345 mmNf y  （ 345SD ） 

等価応力ブロックの３係数： 

85.0,4.0,80.0 321  kk ⇒ 68.031 k 、 7.1/1/ 312 kk   

 

 

① 教科書例題の条件にて算定 

・ 破壊モードの判定： 

予備計算：ｺﾝｸﾘｰﾄ終局ひずみ： 0035.0
cu （ 2/50 mmNfc  ） 

鉄筋降伏ひずみ： 001725.0)/200/()/345( 22  mmkNmmNy  

釣合い鉄筋比：
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= 03565.007826.06699.068.0  (3.57%) 

破壊モードの判定：  )01407.0(p )03565.0(bp  ⇒ 鉄筋降伏先行型 

 

従って、曲げ終局耐力の算定式として、次式に示す算定式１、または算定式２（under-

reinforcement の場合の算定式）を用いることができる。 
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・曲げ終局耐力の算定式： 

予備計算： 3622 10108600300 mmbd  、
2/85.434501407.0 mmNpf y   
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予備計算： mkNmmNfbd c  291610291627600300 62'2
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 算定式 2： )
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 ② コンクリート圧縮強度を 2' /40 mmNf c  に変更 

 

③  鉄筋規格を 390SD に変更 

 

④  
鉄筋量を 295DAs  に変更 

 

⑤ 
 鉄筋量を 358DAs  に変更 

 

 


